
一
九
一
六
年

一
九
二
三
年

一
九
一
一
九
年

一
九
一
二
四
年

立

入

慶

太

郎

教

授

略

歴

三
月
三
一
日

四
月

四
月
四
月

一
九
三
六
年
四
月

一
九
三
九
年

一
九
四
三
年

一
九
四
三
年

四
月

七
月二
月

東
京
日
本
橋
で
酒
類
商
を
営
む
父
鎮
一
、
母
常
子
の
三
男
一
女
の
長
男
と
し
て
生
れ
る
。

十
思
尋
常
小
学
校
江
戸
時
代
の
伝
馬
町
牢
屋
跡
に
建
て
ら
れ
た
学
校
で
吉
田
松
陰
の
記
念
碑
が
あ
っ

た

l
lに
入
学
、
こ
の
年
九
月
一
目
の
関
東
大
震
災
に
よ
り
自
家
焼
失
す
。

東
京
府
立
第
七
中
学
校
に
入
学
、
校
長
砂
崎
徳
三
先
生
の
御
薫
陶
を
h

つ
け
る
。

大
倉
高
等
商
業
学
校

ι入
学
、

呉
文
隅
先
生
の
御
恩
顧
を
と
う
む
り
、

そ
の
御
薦
め
に
よ

在
学
中
、

り
、
同
校
卒
業
後
、

立
教
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
に
入
学
、
第
二
、
一
二
学
年
次
に
特
待
生
と
し
て
授
業
料
免
除
の
思
典
を心掛

う
け
る
。
在
学
中
、
河
西
太
一
郎
先
生
の
御
教
導
を
う
け
、
そ
の
御
推
薦
に
よ
り
、
同
大
学
卒
業
後
、

立
教
大
学
経
済
学
部
助
手
に
就
職
。

立
教
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
所
経
済
班
研
究
員
を
兼
任
。

飯
塚
浩
二
先
生
の
御
推
挙
に
よ
り
立
教
大
学
経
済
学
部
助
教
授

(
i
一
九
四
四
年
一

O
月
)
に
就
任
。
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一
九
四
四
年

一
九
四
六
年

一
九
四
六
年

一
九
四
九
年

一
九
四
九
年

一
九
五

O
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年

一
九
五
九
年

一
九
六

O
年

一
九
六
一
年

一
九
六
三
年

一
九
六
六
年

一
九
六
九
年

一Q
月

月一O
月

月
四
月月

四
月

四
A一O
月
一O
月

六
月
九
月

四
月月

四
月

lV 

学
徒
動
員
、
学
部
縮
少
の
た
め
立
教
大
学
を
退
職
し
、
立
教
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
所
経
済
珪
専
任
研
究

員
に
就
職
。

一
九
四
五
年
五
月
米
軍
機
の
空
襲
に
よ
り
ア
メ
リ
カ
研
究
所
焼
失
。
蔵
書
類
を
焼
く
。

立
教
学
院
ア
メ
リ
カ
研
究
所
を
退
職
。

持
株
会
社
整
理
一
委
員
会
に
就
職
。
は
じ
め
文
書
課
勤
務
、
四
七
年
四
月
よ
り
調
査
部
第
宇
一
課
に
移
り
、

財
閥
解
体
史
の
編
纂
に
従
事
す
る
。

持
株
会
社
整
理
委
員
会
を
退
職
。

立
教
大
学
経
済
学
部
に
助
教
授
と
し
て
復
職
。

持
株
会
社
整
理
委
員
会
勤
務
中
の
同
僚
渡
辺
昭
(
父
猛
、
母
み
き
の
三
女
)
と
結
婚
す
る
。

立
教
大
学
経
済
学
部
教
授
。

同
大
学
文
化
会
釣
部
々
長
〔
l
一
九
八
一
年
三
月
)

同
大
学
学
生
相
談
所
嘱
託
(
一
九
五
九
年
三
月
)

同
大
学
体
育
会
器
械
体
操
部
々
長

(
l
一
九
七
七
年
三
月
)

同
大
学
学
生
就
職
委
員
会
委
員

(
l
一
九
六
一
年
三
月
)

同
大
学
教
職
員
組
合
委
員
長
ハ
|
一
九
六
二
年
八
月
)

同
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
長

(
i
一
九
六
五
年
三
月
)

同
大
学
教
育
体
制
専
門
委
員
会
第
二
部
会
委
員
(
|
一
九
六
六
年
四
月
)

同
大
学
経
済
学
部
長
兼
経
済
学
研
究
科
委
員
長

(
i
一
九
六
九
年
九
月
)



一
九
六
九
年

一
九
七
四
年

一
九
八
一
年

一
九
八
一
年

四
月

四
月月

七
月

同
大
学
学
校
社
会
教
育
講
座
委
員
、
図
書
館
委
員
、
学
生
相
談
所
顧
問
、
機
関
誌
運
営
委
員
(
一
九

六
九
年
九
月
)

同
大
学
図
書
館
委
員
(
|
一
九
七
五
年
三
月
)

定
年
制
の
規
定
に
よ
り
立
教
大
学
教
授
を
退
職
。

同
大
学
名
誉
教
授
の
称
号
を
受
け
る
。
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立

入

庚

太

郎

教

授

研

究

業

績

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
復
興
計
画

米
国
に
お
け
る
経
済
力
集
中
排
除
の
浬
念

ア
i
ヴ
ィ
ン
グ
・
リ
プ
コ
ウ
イ
ッ
ツ
「
独
占
と
大
企
業
」
村
(
訳
〉

コ
i
ウ
ィ
ン
・
ェ
ド
ワ
ァ
ヅ
「
日
本
財
閥
の
解
体
」

(訳〉

所
謂
「
財
閥
の
転
向
」
に
つ
い
て

ア
l
ヴ
ィ
ン
グ
・
リ
プ
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
「
独
占
と
大
企
業
」
同
(
訳
)

ア
i
ヴ
ィ
ン
グ
・
リ
プ
コ
ウ
ィ
ッ
ツ
「
独
占
と
大
企
業
」
日
(
訳
)

ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
エ
ス
・
ア
レ
ン
の
日
本
財
閥
観

解
体
時
に
お
け
る
回
大
財
閥
の
資
本
支
配
の
実
態
に
つ
い
て

i
i持
株
会
社
整
理
委
員
会
編
『
日
本
財
閥
と
そ
の
解
体
』
に
寄
せ
て
|
|

『
前
進
』
第
七
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

『
調
査
時
報
』
第
一
巻
第
一
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

『
調
査
時
報
』
第
一
巻
第
二
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

『
調
査
時
報
』
第
一
巻
第
二
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

『
調
査
時
報
』
第
二
巻
第
三
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

『
調
査
時
報
』
第
二
巻
第
三
号

持
株
会
社
整
理
委
員
会
調
査
部

町
調
査
時
報
』
第
二
巻
第
四
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
四
巻

第
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
四
巻

第
二
号

Vl 
一
九
四
八
年

一
九
四
八
年

一
九
四
八
年

一
九
四
八
年

一
九
四
九
年

一
九
四
九
年

一
九
四
九
年

一
九
五

O
年
一
一
月

一
九
五
一
年

月
四
月

ノL
月

/1... 
月月月

七
月月



持
株
会
社
整
理
委
員
会

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻

第
一
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
九
巻

第
二
号

『
立
教
経
済
学
研
究
』
第
十
三

巻
第
四
号

ヴ
ィ
グ
タ

i
・パ

i
ロ
の
「
所
得
革
命
」
批
判
『
ア
メ
リ
カ
経
済
四
季
報
』
第
二
集
三
一

『
日
本
財
間
と
そ
の
解
体
』
第
一
部
「
日
本
経
済
と
財
開
」

F
T
C
報
告
「
重
役
兼
任
」
付

F
T
C
報
告
「
重
役
兼
任
」
口

日
本
財
閥
に
関
す
る
若
干
の
覚
書
ill-昭
和
十
二
年
の
三
井
物
産

i
i

経
済
学
講
座
第
五
巻
『
日
本
経
済
』

ハ
共
著
)

大

月

A
-
A
・
ア
ル
ズ
マ
ニ
ア
ン
『
世
界
資
本
主
義
の
危
機
』

(
共
訳
)

止』
口

同

書出

書

房

庖版

一
九
五
一
年

一
九
五
五
年

一
九
五
六
年

一
九
六

O
年

一
九
五
五
年

一
九
五
五
年
一

O
月

一
九
六
九
年

vl1 

月
五
月且

二
月
四
月

一一月




